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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ デ－リイマン２月号 デ－リイマン社

時代はゲノミック ヤングのみならず検定済み種雄牛も使用するアメリカ
スタートから今日まで、世界の取り組みをたとどる
家畜改良事業団顧問 家畜改良技術研究所所長 富樫研治

２ 農業共済新聞１月１８、２５，３１日，２月８日号 全国農業共済協会協会
牛群検定を使いこなす 全４回
インタ－ネット、アメダス、スニップと言った最新技術を取り入れた新しい牛群検定を紹介

３ 全酪新報２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその４４ 飼養管理に「アメダス」
新しく牛群検定に取り入れた気象情報の活用方法

４ 酪農ジャ－ナル２月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第３５回）新情報「気象情報」を公開
１月から牛群検定成績表にアメダス気象情報を表示しています。

５ ＬＩＡＪニュ－ス１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その４６）
気象情報の表示（平均気温、降水量、日照時間）
酪農経営に大きな影響を及ぼす気象情報を牛群検定に取り入れました。暑熱対策や寒冷対策にお
役立てください。

牛群平均情報を活用しよう！
検定成績の活用は様々なものがあります

が、もっとも簡便な方法は平均値と比較するこ
とです。当団ＨＰ状には、牛群検定成績表の
各項目の平均情報が掲載されています。自
身の牛群の乳量や分娩間隔の成績が県平均
や都府県平均と比較して良いのかどうか比較
検討してみましょう。

牛群検定平均情報 検索

繁殖コード「Ｃ」（繁殖に供さない）をご存じですか？
繁殖障害等により、授精を何回行っても受胎しない場合、残念ながら繁殖をあきらめなければならないこと

があります。繁殖障害は他の周産期病とことなり、搾乳に影響しないことも多いので、当該乳期は搾り続けて
から淘汰するというのが一般的です。この場合、牛群検定上報告しなければならないのが「Ｃ報告」（繁殖に
供さない）です。牛群検定ではＮＲ７０法（最終授精から７０日間次回の授精報告が無い場合は妊娠とみなす
という自動妊娠判定法）を採用していますので、繁殖をあきらめた検定牛もどんどん妊娠牛と判定されてしま
います。これは、自牛群の妊娠頭数や分娩予定頭数を正しく把握できないことになります。「Ｃ報告」をきちん
と行っておけば、このようなトラブルは発生しません。
繁殖コード「Ｃ」には、もう一つ大事な意味があります。当該乳期終了後に淘汰するのであれば、繁殖コード

「Ｃ」には、淘汰予定牛という大事な意味を合わせ持ちます。初妊牛が高騰している現在、淘汰予定牛を的確
に把握しなければなりません。
なお、一旦「Ｃ」を報告された検定牛が授精を再開しても、システム上ではエラーとなりません。



初産牛へのイジメ（闘争）

フリーストールなど、非繋留式の牛舎では初産牛へのイジメが問題となることがあります。初産牛は、牛群で
新参者であり、体格的にも小さくどうしても社会的順位(牛群内での強弱)は低くなります。しかし、あきらめる
わけにはいきません。検定成績表でチェックし、対策を講じなければなりません。初産牛は、遺伝的改良が進
んだ牛たちであり、今後のあなたの酪農経営の近未来を担う存在だからです。

１ 検定成績表をチェックしよう！
図は検定成績表の１枚目（牛群成績）です。その中から左下部の「検定日乳量階層」、中央下部の「年間追

加除籍」の抜粋、中央部のやや右より「分娩間隔」を取り出したものです。乳量は 50kg クラスが４頭もいて、
30kg 以上の牛も沢山います。描かれている泌乳曲線を見てみると泌乳持続性もまずまずといったところで
す。分娩間隔は４３５日で「悪い」というほどのレベルではありません。ですから、一見すると「普通レベル」の検
定成績表と見えてしまいます。しかし、この検定成績表に見逃してはいけないところが多数あります。

①乳量のばらつき
各個体の泌乳量が 50kg 以上から 15kg 未満まで広くばらついている点がまず大きな課題です。検定日乳

量階層では左が初産、右が２産以上のばらつきを示します。ですから、特に左に示されるものは初産のみな
ので、本来、もっと揃った泌乳量とならなければなりません。右の２産以上についてもばらつきが極端です。
②分娩間隔
図の分娩間隔には注意点があります。ここでの「２産」の分娩間隔とは、初産と２産の分娩間隔を意味しま

すので、初産時代での授精による繁殖成績となります。通常の繁殖成績であれば、経産牛では初産牛が最も
良い繁殖成績を示します。初産牛は、まだ若く成長中と言うこともあり肥りづらく、蹄病や乳房炎等の周産期
病のトラブルも少ないことによります。しかし、この成績表では２産の分娩間隔が４４１日と一番長く、初産牛の
繁殖成績が思わしくないようです。
③除籍牛計、除籍率
この牛群はたまたま約１００頭の経産牛頭数なので、除籍牛計と除籍率がほぼ同じような値になっていま

す。使い方はほぼ同様ですが、除籍率の方がいつも同じ目線で見れるので比較検討するのに便利です。通
常であれば、初産牛はやはり若くトラブルの少ない牛ですから、除籍率としては、初産牛は２産より低くなりま
す。牛群のなかで、初産牛が最も除籍されるというこの例は、良いものではありません。

２ 原因と対処
もうおわかりと思いますが、この図例は初産牛へのイジメ（攻撃）が認められる成績表です。前述の乳量が

低い牛たちは十分な飼料を食い込めないでいると考えられます。また、食い込めなければ繁殖成績も悪化す
るため、初産牛の除籍率も上がってしまうわけです。
初産牛にストレスがかからないように段階的に群に馴らす方法はいろいろなものが提唱されていますが、根

本的原因としては十分な餌槽スペースが確保されているかどうかが重要です。１頭当たりの餌槽幅が 70cm
以下となると採食時間に影響が出るという報告もあります(道立根釧農試)。過度に密飼し、例えば 40cm以下
ともなれば闘争は激化し、初産牛のみの問題では収まりません。

また、パーラーのユニット
数も問題です。少ないユニ
ット数のパーラーで長時間
かけて搾っていると、社会
的順位の低い初産牛達は
待機室での待ち時間が長
くなります。搾乳がやっと終
わって牛舎に戻ると、先に
搾乳が終了した先輩牛が
食い散らかしたあととなりま
す。飼料の掃き寄せが十分
に行われていなければ、初
産牛は飼料を食い込むこと
はできません。パーラーの
ユニットの問題は、頭数規
模拡大の過程で、多くの農
家が直面する問題です。


